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研究成果の概要（和文）：中部山岳地の縄文時代中期には、ダイズとアズキの野生種であるツルマメやヤブツル
アズキが土器の器壁に残る圧痕として、さらに住居跡炉内の土から炭化したマメ類がたくさん見つかることが明
らかになった。それらのサイズデータを収集し、その変化を時系列で比較した結果、ダイズもアズキもおよそ
6000年前から4500年前の間に種子のサイズが大型化していること、野生種のサイズ範囲を超えた大きさにまで変
化していることがわかり、ドメスティケーションが起きていたと判断された。

研究成果の概要（英文）：In the final year, we gathered and compared the size data of carbonized 
seeds and seed impressions during the Jomon period. The results show that the seed size increased 
from 6000 to 4500 years ago both in soybean and azuki.  We assumed that the domestication was 
probably occurred during the time period, because the seed size gradually increased in 1500 years, 
and the seed size expanded over the size range of modern wild species. Geographically, the seed size
 enlargement have been occurred in the central highland of Japan. However, we do not know why the 
seed size enlargement has been occurred in that time period and in that geographical region. There 
is a possibility that  the seed size enlargement episode was linked with population increase in the 
region. We have to continue further archaeobotanical, experimental and genetic studies to test the 
hypothesis. 

研究分野： 日本考古学、実験考古学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)研究動向と位置付け  中部山岳地におけ
る縄文時代生業研究においては、八ヶ岳山麓
の縄文時代中期遺跡の繁栄を解釈する立場
から、藤森栄一による学史的にも著名な｢縄
文農耕論｣が提唱された(藤森 1970)。またそ
の後、1970 年代には長野県原村大石遺跡で出
土した炭化種実塊がアワではないかと注目
され、縄文時代における栽培植物の存否が議
論されてきた。この縄文農耕論の議論は、縄
文時代中期の豊かな文化を支えた社会背景
の追求という研究の方向性を展望し、また植
物質食料の利用への関心を飛躍的に高めた。 
近年、丑野毅によって開発されたレプリカ

法による土器種実圧痕研究(丑野・田川 1991)
の普及により、縄文時代の土器から栽培植物
の種実圧痕が相次いで発見されるようにな
った。特に注目されているのが、ダイズとア
ズキのマメ類の種子圧痕である。小畑弘己ら
(2007)による、九州における縄文時代後･晩
期の栽培ダイズ大の種子圧痕発見以来、各地
でダイズやアズキの種子圧痕が見つかるよ
うになってきた。特に中部山岳地では、縄文
時代中期から栽培種サイズのダイズとアズ
キの種子圧痕が確認されており(中山ほか
2008 等）、縄文時代中期におけるダイズとア
ズキの栽培化が議論されるようになってき
た。 
その一方で、ダイズとアズキがいつ頃、ど

のように栽培化されたのか？当時の食料の
中でどの程度重要な植物資源であったの
か？等のマメ類栽培の実態に迫るような疑
問には、まだ答えられていない。また、なぜ
土器にダイズやアズキの種子が入っている
のか？といった素朴であるが重要な疑問に
対しても、答えるためのデータが無く、偶然
に混入したものか、それとも意図的に入れら
れたものか、想像の域を超えていないのが現
状である。 
(2)着想に至った経緯  申請者らは、平成 21～
23 年度に明治大学大久保忠和考古学振興基
金の助成を受け、長野県岡谷市目切遺跡等で
炭化種実分析とレプリカ法による土器種実
圧痕調査を実施した(会田ほか 2012）。この研
究の特徴は、初めて同一遺跡試料で、種実圧
痕調査と炭化種実分析を実施した点である。
これにより、まず、①圧痕では大型のマメが
見つかるのに対し、炭化種実では小型のマメ
しか見つからないという重要な事実を発見
した。これは、縄文時代中期に栽培型の大型
マメは出現しているが、まだ野生型の小型マ
メの採集行為も同時に行われていた可能性
を示している。この発見に着目して、縄文時
代早期から後･晩期まで通時的に炭化種子と
種実圧痕のマメサイズの比較を行えば、マメ
がいつ頃から採集されて、いつ頃栽培化され、
その栽培マメがいつ頃に定着したか、栽培化
のプロセスを追うことができると考えた。 
次に、②炭化種実分析の結果、堅果類が多

くを占める中、マメの割合も比較的多いとい

う傾向が捉えられた。堅果類の破片数や重量
から完形換算個数を算出して、堅果類とマメ
類の量比を通時的に比較することで、マメ類
の存在を客観的に評価できると考えた。さら
に、③復原土器の種実圧痕調査により、１個
体の1/8程度残存する土器胎土に６点もの大
型のマメが混入していることを発見した(下
段下写真)。これが土器１個体に均等に混入
されていたならば、土器１個に対し、50粒程
度のマメが入っていた計算になり、意図的に
マメを入れていた可能性が高くなる。この発
見に着目して、これまで長野県内に蓄積され
た約 5000 点の復原土器を利用してマメの混
入数と混入部位を調べれば、マメが偶発的に
混入したのか、それとも人為的に入れられた
のか推定することができると考えた。また、
マメが人為的に入れられた場合、土器製作時
のどのようなタイミングでマメが混入した
のかを知るために、マメを粘土に練りこんだ
場合と土器成形後に埋め込んだ場合で土器
の成形・焼成実験を実施する研究も着想した。 
 
２．研究の目的 
中部山岳地における縄文時代早期から後･

晩期遺跡において発見されるマメ類炭化物、
土器種実圧痕レプリカのマメのサイズ変化
を、通時的に調査することで、①マメの栽培
化プロセス、すなわち、野生種の採集段階か
ら栽培種の定着段階に至る時間の変容を解
明する。これにはマメを入れた粘土で成形し
た土器の焼成実験、マメの炭化実験によりマ
メサイズの変化を計測してデータを補足す
る。さらに縄文土器にマメが入っている意味
を探るため、②マメが偶発的に混入したのか、
人為的に入れられたのか判断する。最終的に
は③マメ類の食料としての利用度について
堅果類との比較において解明する。 
これまで中部山岳地で蓄積されてきた炭

化種子と約5000点の復原土器(全体像がわか
るまでに復原された土器)の種実圧痕調査に
より、考古学と植物学の研究者および行政機
関が密接に連携し、通時的な基礎データを得
ようとする点が本研究の特徴である。 
 
３．研究の方法 
中部山岳地における縄文時代の土器種実

圧痕の詳細な調査と炭化種実分析を、年度ご
とに時期を分けて実施する。 
種実圧痕調査は、復原土器と土器破片を使

って、レプリカ法により実施する。特に復原
土器では、マメ圧痕の混入数と混入部位の調
査も行う。炭化種実分析は、攪乱のない住居
跡の炉内土壌のフローテーションにより抽
出した種実を分析する 
両試料から得られたマメのサイズを計測

し、炭化マメと圧痕マメのサイズ変化を明ら
かにする。同時に土器編年を整備・整合し、
種実圧痕の検出された土器の型式と炭化マ
メの年代測定と融合することで、高精度の時
間軸を確定する。 



土器成形・焼成実験は、マメを粘土に練りこ
んだ場合と土器成形後に埋め込んだ場合で
焼成し、土器の強度とマメのサイズ変化を調
査する 
 
４．研究成果 
(1)フローテーション法による炭化種実分析 

研究期間中にフローテーションを実施した
遺跡は、縄文時代中期を主に８箇所に及び、
多数の炭化種実を検出した。住居跡炉穴の土
壌は長野県原村大横道上遺跡３棟、南尾根遺
跡2棟、長野県御代田町面替小谷ヶ沢遺跡15
棟、東京都相模原市大日野原遺跡1棟、東京都
多摩市和田・百草遺跡5棟、茨城県の滝ノ上遺
跡26棟、その他の遺構として長野県長和町の
縄文時代早期広原遺跡の小竪穴１基、遺構外
の遺物包含層では縄文時代中期から後期の長
野県栄村ひんご遺跡について、総計450袋を行
うことができた。また既出資料でフローテー
ションの済んでいた長野県塩尻市平出遺跡の
縄文時代中期住居址群の炭化物、同岡谷市樋
沢遺跡の縄文時代早期遺物包含層の炭化物か
ら種実類の検出を行った。それらの成果は、
大横道上遺跡においては住居跡の炉の中の土
壌から作業開始とともにマメ類が検出され、
面替小谷ヶ沢においてもマメ類がほとんどの
住居址から検出された。炭化種実類の総数は
398点に及ぶ。なお、大横道上遺跡の炭化マメ
の炭素年代測定は住居址年代に合致(4200年
前)、予想以上に大きな成果を収めることがで
きた(那須ほか2015)。 

炭化マメ類の検出は、今回の研究調査以前
の例を含め中部山岳地の遺跡が多く、関東地
域の遺跡にない点は注意される。最終２８年
度には、新たに長野県の北部千曲川河岸のひ
んご遺跡の土壌フローテーションを行い、サ
ケの歯やマメ類を検出した。マメ類以外に貝
塚のように食料を物語る骨類などの検出が期
待されるが、炭化物の量が膨大であるため分
析途上で一時休止になってしまったことは残
念な結果である。 
(2)土器種実圧痕のレプリカ法による研究 
長野県茅野市尖石縄文考古館の収蔵資料を

中心に、土器種実圧痕のレプリカ採取を行っ
た。茅野市茅野和田、頭殿沢、棚畑、御射宮
司、中ッ原、下の原の各遺跡1038個体。長野
県原村阿久遺跡の前期復元済土器174個体、縄

文時代後期の安曇野市北村遺跡157個体、本調
査以前に行った岡谷市分1126個体を加えると
2495個体にのぼる。破片点数は岡谷市樋沢遺
跡の縄文時代早期押型文土器破片約5000点、
後・晩期の松本市エリ穴遺跡の破片10000点に
ついて圧痕の精査とレプリカ採取を行った。 
なお、岡谷市内遺跡分は、分析・精査が終

わり報告(会田ほか2015a,b)することができ
たが、茅野市内遺跡分については、報告を準
備中である。 

大きな成果は、長野県下伊那郡豊丘村伴野
原遺跡の多量の種実を混ぜ込んだ深鉢土器の
発見である。土器の内外面や破片の割れ面に
見える圧痕193点のレプリカ採取を行い同定
した結果、アズキ亜属種子152点をはじめダイ
ズ属種子3点など160点が種実圧痕であること
がわかった。X線透過写真撮影の結果、土器内
外面に見える種実圧痕と合わせ約275点の圧
痕を推定できた(会田ほか2017)。 

また同様にX線透過写真撮影によって、長野
県岡谷市梨久保遺跡出土の浅鉢(残存1/2個体
)においておよそ1514点、完全な個体に換算す
ると3000点を超えるシソ属果実(エゴマ型)を
確認することができた。さらに同市目切遺跡
の深鉢破片(残存1/8個体)に39点のアズキ亜
属種子が推定され、茅野市棚畑・茅野和田遺
跡にも20～30以上の種実圧痕が残る土器を確
認し、それら全点のレプリカ採取を行った。
１個体に大量の種実が混入する例がこれほど



見つかるとは予想外の成果であった。 
これら圧痕の時期別の傾向は、明らかに中

期中葉から後葉に集中して見られが、後期の
中ッ原、北村、エリ穴遺跡ではマメ類の検出
は大幅に減少していることが把握された。後
期が主体となる北村遺跡にはこの傾向が顕著
であった。エリ穴遺跡は晩期後半の土器には
キビ、シソ属果実が検出されているが、マメ
類は極端に少なくなる傾向が把握された。詳
細な土器型式と種実の照合はこれからの作業
になるので結果はまだ出せないが、晩期終末
雑穀栽培の傾向が見て取れるような結果であ
る。 
(3)土器製作・焼成実験 
種実を混ぜた粘土で土器を成形・整形して

野焼きによる焼成を行った。また、粘土に混
ぜる前後での種実サイズの変化を調べた。そ
の結果は、土器焼成前後のサイズは、ダイズ
、ヤブツルアズキ、アズキでは体積が増加し
、ツルマメ、アオジソ、エゴマでは変化がな
いことがわかった。 
土器焼成実験では、豊丘村伴野原遺跡で発

見された多量のマメが検出された大型深鉢土
器(高さ52㎝)と、岡谷市梨久保遺跡の推定
3000粒以上のシソ属果実が入る浅鉢型土器の
復元を試みた。浅鉢は焼成過程において破損
させてしまったが、大型深鉢はほぼ完璧に焼
き上げることができた。これによって種実類
が多量に入っても土器焼成にはなんら差し障
りないことが明らかになった意味は大きい。 
(４)マメ類の計測および分析  当調査期
間中には予想以上に炭化マメ類や種実圧痕
レプリカを採取することができた。当初こん
なに発見されるとは予想もしなかった成果
である。これら縄文時代の遺跡から出土した
炭化種子と種子圧痕のサイズデータを収集
し、その変化をそれぞれ時系列で比較した。
その結果、ダイズもアズキもおよそ 6000 年
前から 4500 年前の間に種子のサイズが大型
化していることが示された。1500 年ほどの時
間をかけて種子のサイズが時系列で大きく
なっていること、野生種のサイズ範囲を超え
た大きさにまで変化していることから、ドメ
スティケーションが起きていたと判断した。
しかし、なぜこのような大型化が起きるのか
は、今後の実験的研究によりさらなる検証を
行う予定である。地理的には中部地方を中心
とした地域で大型化が起きていた。 
 その一方、4500 年前以降の縄文時代後期後
半から縄文時代晩期前半の時期には中部地
方で大型のダイズとアズキが見られないこ
とも明らかになった。この時期の資料が少な
いため、この原因については今後検証すべき
課題である。この頃には、ダイズは九州で大
きなものが見つかっており、アズキについて
は関東平野で大きなものが見つかっている。
これらのことから、ダイズとアズキの大型化
は、中部地方における遺跡数の増減とリンク
している可能性が考えられる。 
 

(5)マメは栽培されたのかー今後の研究に向
けて   中部山岳地において野生のマメを
採集していたことは、縄文時代早期から始ま
っている。13,000 年の悠久の縄文時代をすべ
て同じ狩猟採集社会ということはあまりに
長く、縄文時代を大きく段階的にとらえる必
要があると考えている。後期旧石器時代の狩
猟採集社会の延長線上にあって、土器をつく
り，加熱処理などによる植物質食料利用の拡
大から、定住化が始まる草創期・早期。そし
て食料の収穫に栽培の可能性があり、食料の
安定化による長期の定住生活から大規模集
落が形成される前期から中期は画期と考え
られる。これまで、栽培も想定し、植物利用
の変化を視野に入れた 3 段階の縄文時代区分
論として渡辺誠、戸沢充則、小畑弘己らの論
（渡辺 1975、戸沢 1983、小畑 2012）などが
あるが、このような考え方に共鳴できる。植
物考古学では野生種の栽培種化に馴化する
期間は長い時間が必要とされる。マメ栽培の
検証には畠・畑の検出、生産用具の解決など
課題は山積するが、中期以降のマメ類の大型
化も事実である（那須 2015、中山 2015）。縄



文のマメは栽培されたのか、長きにわたる人
とマメのかかわりを考古学、植物考古学の立
場から検討を続けたい。 
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